
燃料電池を作ろう！講座 No.

単　元 理科 化学変化と原子・分子／化学変化とイオン

中学校第1学年 中学校第2学年 中学校第3学年 そのほか

推奨：中学校第3学年 最大40名（4～6名のグループにわかれます。）

総合学習

● 燃料電池は環境にやさしい発電装置であることを理解する。
● 環境を大切にしながら電気を利用するためにできることを考え、行動につなげる。

対　象

学習のねらい

学習指導要領
との関連

単　元

推奨：中学校第3学年 最大40名（6～8名のグループにわかれます。）

● 日常生活で様々なエネルギー資源を利用していることを知る。
● 発電シミュレーションを通して、最適な発電方法について考える。

対　象

学習のねらい

学習指導要領
との関連

最適な発電方法とは？講座 No. 10

9

導　入

プログラムの流れ（45分）
展　開 ふりかえり

電気の利用と地球温暖化 燃料電池を作ろう！

導　入

プログラムの流れ（45分）
展　開 ふりかえり

発電とエネルギーについて 発電シミュレーション※

9 10

※

生きもののつながり講座 No. 11

講座 No. 12

単　元 理科 自然と人間

推奨：中学校第3学年 最大40名（5～6名のグループにわかれます。）

理科
化学変化と原子・分子

理科
化学変化とイオン

中学校第1学年 中学校第2学年 中学校第3学年 そのほか

総合学習理科
科学技術と人間

● 自然界で生きものがつり合いを保って生活していることを理解する。
● 様々な要因が自然界のつり合いに影響していることを理解し、自然環境を守るために

対　象

学習のねらい

中学校第1学年 中学校第2学年 中学校第3学年

中学校第1・２・3学年

そのほか

総合学習理科
自然と人間

特別活動

できることを考え、行動につなげる。

学習指導要領
との関連

導　入

プログラムの流れ（45分）
展　開 ふりかえり

生態系８ならべゲーム 自然界のつり合いを理解しよう

※愛知教育大学 理科教育講座
　大鹿研究室開発

ワークシート・発表

ワークシート・発表

SDGs街づくり※

単　元 社会科 住みよいくらし／私たちの生活と環境／理科 生物と環境（小学校）

推奨：小学校第4学年～中学校第3学年 最大40名（4～5名のグループにわかれます。）

社会科
住みよいくらし

理科
生物と環境

● SDGsに関心を持ち、街と関連づけて目標を理解し、説明することができる。
● すべての人が幸せに暮らせる街について考え、行動につなげる。

特別活動 一人一人のキャリア形成と自己実現（中学校）

対　象

学習のねらい

学習指導要領
との関連

導　入

プログラムの流れ（50分）
展　開 ふりかえり

SDGs達成年度である2030年に、すべての
人が幸せであるために、街にどんな施設や仕
事があればよいか考えます。

SDGsの目標を達成す
るために、普段の生活
でできることを考え、
発表します。

皆が幸せに暮らせる街とは？
様々な施設のカードをボードに貼り、オリジナ
ルの街をつくります。SDGsの目標と照らし合
わせて街の課題に気づきます。

理想の街をつくろう！

※愛知教育大学 理科教育講座
　大鹿研究室開発

※愛知教育大学 理科教育講座
　大鹿研究室開発

私たちの身の回りの電気の利用と地球温暖化と
の関連について理解し、環境にやさしい電気につ
いて考えます。

燃料電池が水の電気分解の逆の化学変化を利
用して電気エネルギーを取り出す、環境にやさ
しい発電装置であることを理解します。

実験を通して気づいた
ことや環境にやさしい
電気、節電について考
えたことをまとめ、発表
します。

私たちの生活に必要不可欠な電気エネルギー。
そのエネルギーが抱える課題を知り、様々な
発電方法について学びます。

様々な発電方法を組み合わせて最適な発電方法
を考える「エネルギーミックス」の考え方に基づき、
発電シミュレーションを行い、各パターンの特徴を
捉えます。

発電シミュレーション
を通して気づいたことや
最適な発電方法につい
て考えたことをまとめ、
発表します。

理科 科学技術と人間

ピラミッド型の8ならべを楽しみながら、自然界に
様々な生きものがいることに気づき、ピラミッドを
観察して上下の関係などについて考えます。

自然界で生きものが様々なはたらきをし、相互
に関係しながら生活することでつり合いを保っ
ていること、人間がそのつり合いに影響を与え
うることを学びます。

自然環境を守るために
私たちにできることを
まとめ、発表します。

発表

発表

※

第4学年 第5学年 第6学年 そのほか

総合学習
社会科
私たちの
生活と環境

一人一人のキャリア
形 成 と 自 己 実 現


